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山
去
と
一
事
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が
許
め
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援
す
る
。
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間
中
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台
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A

山
本
人
の
宜
繕
に
な
じ
で
鵠
八
九
は
記
州
や
土
佐
の
肌
舶
に
路
べ
れ
ば

川

労

軒

:

山
功
盟
問
段
み
の
潔
い
鰹
(
か
っ
小
さ
か
っ
た
が
、
漁
穫
は
他
よ
り
多
い
の
が

酬
の
一
喝

4
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i
ー
そ
の
要
有
名
で
み
ん
な
の
自
慢
で
も
宅
有
毒

州

開

酎

乙

』

e
n漁
業
花
銃
撃
哩
か
い
も
豊
鐙
な
の
明
会
さ
に
任
悼
で
悔
い
な
告

側
鍵
知
二
‘
け
て
き
た
生
枠
の
平
育
晶
甘
受
送
っ
た
が
、
一
一
士
山
抵
の
時
、
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噛
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絞

っ

号

線

量

五

毒

毒

し

た
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盟

附
…
晶
子
さ
ん
が
、
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十
一
年
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克
が
混
同
却
を
蹟
し
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牝
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i
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と
漁
業
水
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で
代
っ
て
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の
賞
任
者
と
な
っ
た
1
掛

川
労
君
主
知
事
か
ら
霊
主
た
。
金
字
絞
め
豆
会
議
む
い
わ
れ
る
が
、
露

間
さ
ん
は
斡
却
益
十
思
議
題
員
と
し
京
舶
が
留
も
転
覆
し
た
ζ
お
あ
る
し

川
削
て
一
君
主
彰
き
れ
た
の
を
堂
、
戦
捜
は
一
ニ
十
一
一
一
年
一
弓
一
憲
章
議
集
押
す

州
事
一
一
一
高
禁
事
霊
協
蓄
と
し
て
襲
、
七
人
選
警
官
協
レ
た
電
金

山
川
一
一
一
十
六
年
と
四
十
四
年
K
は
水
産
功
労
道
と
子
亨
ん
た
ち
は
暴
風
の
申
を
ほ
ん
時
一
足
早

故

似
し
て
県
漁
協
速
か
ら
、
町
出
土
ハ
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T七
牟
八
月
、
2
5
時
母
大
噴
火
の

山
由
諺
古
れ
て
お
り
、
今
容
量
時
六
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呂
、
時
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停
泊
中
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る
も
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火
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、
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岩
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中

議

事
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制
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間
海
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上
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習
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に
し
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で
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か
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機
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撃
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山
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百
円
、
平
塚
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聞
き
た
を
の
漁
業
仲
間
か
ら
、
わ
き
と
の
轟
言
語
会
均
雪
神
話
完
だ
。

放
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制
よ
う
に
祝
一
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れ
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漁
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議
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司

事
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湾
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ど
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に
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円
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八
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賓
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華
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、
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塁
で
き
る
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の
動
員
し
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一
止
し
い
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や
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放
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あ
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ゆ
る
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州
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歳
の
時
、
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議

山
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事

官
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創
立
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転
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走
行
に
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い
て
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宮
ほ
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動
員
し
て
市
自
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案
庁
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側
男
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事
情
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ま
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回
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っ

た

華

と

今

も

つ

き

そ

五

一

仲
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A

ロ
ー
ル
斑
全
綴
成
し
、
自
室
車
上
と
還
一
様
堅
金
鞍
青
・
誘
簡
・
講
習
・
映
画
倒
的
子
以
上
に
可
震
が
っ
て
〈
れ
た
の
で
、
る
。
証
文
な
し
で
会
事
貸
し
て
や
可
た
り
、
一

酎
路
上
に
あ
る
こ
ど
も
を
対
難
民
霊
長
・
霊
会
主
ひ
ん
は
ん
に
関
空
間
な
ん
ら
精
神
襲
撃
も
受
け
な
か
っ
た
i

長
借
金
の
霊
を
し
た
り
、
義
で
ち
、
嘉
一

]

行

な

い

ま

す

。

一

て

一

般

市
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ろ
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の
ζ
と
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川
削
じ
て
金
字
さ
ん
が
、
親
孝
行
を
人
症
の
モ
金
が
絶
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ぬ
と
笑
っ
て
い
る
。
い
蕊
続
殺
間
一

t

様
変
重
り
輯
ま
り
と
街
重
視
・
一
妻
、
学
校
選
じ
て
児
享
生
徒
に
削
ァ
?
と
し
、
人
一
隻
調
理
人
情
事
つ
い
口
議
議
で
ハ
マ
ず
や
ア
弘
義
一

割
平
塚
菱
電
己
の
習
に
つ
い
て
一
安
通
事
故
の
喜
言
語
安
余
震
刷
会
と
な
っ
た
の
は
、
須
賀
と
い
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伝
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約
し
て
い
る
が
、
重
毒
事
益
事
縫
い
一
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つ
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の
よ
う
に
述
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て
い
ま
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の
議
員
り
ま
す
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州
風
土
も
さ
る
こ
と
な
か
ら
、
妻
母
の
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で
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、
な
か
犯
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語
、
の
た
め
ア
ジ
グ
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w
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d主
人
の
署
員
喜
二
十
議
員
一
世
、
広
報
ひ
ら
つ
か
四
月
号
訴
仰
い
聾
曹
の
た
ま
も
の
で
あ
ろ
号
。
少
喜
代
で
潜
っ
た
ま
ま
存
方
議
と
な
れ
総
動
慣
で

射
し
、
ご
百
人
近
い
選
奇
心
混
合
に
よ
き
整
会
も
ま
た
童
塞
問
題
酬
は
腕
白
小
学
鳴
ら
し
た
が
、
十
一
課
一
警
護
し
た
ら
伊
豆
で
震
と
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っ
て
発
見
さ
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rは
他
の
欝
眠
薬
指
に
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先
し
て
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を
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
o
い
や
、
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附
に
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(
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学
山
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年
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争
議
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に
れ
た
若
者
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あ
る
と
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い
環
金
力
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進
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せ
る
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と
り
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0る
毒
な
い
ほ
ど
側
乗
り
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地
曳
雪
雲
足
し
た
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震
の
比
琴
定
義
議
し
た
最
寄
襲
が

夜
中
の
一
時
ま
で
鐙
霊
携
に
あ
た
り
言
離
は
骨
透
し
て
い
る
の
で
す
。
ζ
う
削
勉
強
よ
り
も
海
の
方
が
好
き
だ
っ
た
。
自
書
し
た
の
で
童
震
品
審
議
仏
獲

量
は
ス
ピ
ー
ド
濯
度
、
高
は
消
酔
一
し
て
広
報
紙
き
覧
に
な
っ
て
い
義
制
歳
で
南
公
的
る
と
段
ち
托
特
誠
実
材
、
各
秘
話
聖
霊
吉
ぬ
と
む
つ
。
重

い
運
転
の
取
り
締
ま
主
役
露
呈
去
、
わ
た
く
し
た
ち
の
室
奈
で
酬
午
前
一
一
再
か
ら
起
き
廃
休
み
患
を
雪
量
君
、
一
一
言
結
婚
し
て
奏
会
長

施
す
る
o
ま
た
、
葬
者
K
も
き
び
し
一
急
ブ
レ
ー
キ
の
金
属
替
、
衝
突
の
翌
日
制
い
た
。
土
ハ
裁
の
粍
始
め
て
一
浅
八
丸
(
当
日
ハ
ニ
)
童
手
続
的
一
漆
議
議
対

い
態
度
で
の
お
で
み
、
震
な
葬
ル
l
一
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
笥
が
書
」
え
て
附
時
は
八
ナ
ム
鳥

U
K乗
り
ζ
み
鰹
の
一
本
六
十
九
緩
o
住
所
は
平
塚
市
議
益
d
A世

主
筆
は
護
送
検
も
警
互
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
側
釣

h

鉱
業
広
従
っ
た
。
警
護
は
一
一
一
月
中
一
寸

ぃ
。
実
や
幼
児
の
あ
る
家
庭
号
外
勤
一
広
報
ひ
b
っ
か
は
、
震
市
民
の
み
制
骨
か
ら
千
霊
で
。
い
っ
た
皇
E
案
か
(
文
・
客
車
党
・
広
務
護
側
四

署
員
が
訪
問
し
て
、
霊
安
全
の
お
話
一
な
さ
ん
に
議
事
へ
み
ん
奪
鵠
側
需
に
集
結
し
、
一
一
+
四
時
間
も
か
か
っ
て

や
住
設
な
ど
ぶ
J
5
9
る
ζ
と
も
考
え
て
い
一
戦
と
い
う
ス
ロ
!
ガ
ン
を
援
越
し
、
問
八
丈
島
、
三
宅
島
か
ら
曹
が
島
沖
の
漁
場
に

る
。
死
亡
・
重
議
事
佐
苑
住
現
場
で
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一
市
民
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と
り
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と
り
の
良
識
と
自
覚
と
刷
出
器
僻
す
る
。
小
魚
の
餌
吾
ま
章
、
群
が
る
援

関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
事
故
原
因
と
安
一
が
必
ず
交
通
一
戦
争
花
打
ち
勝
つ
と
と
が
削
を
一
萎
平
で
釣
り
あ
げ
る
の
だ
が
、
前
針
を

全
施
廷
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
検
討
を
す
一
で
宮
、
受
通
事
故
も
十
分
防
ぐ
ζ
μ
h
m
m
剛
容
み
ζ
ま
ぬ
う
ち
に
ひ
宮
あ
げ
て
飴
の
中
に

昌
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現
地
診
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」
受
付
乱
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一
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
と
手
強
〈
替
え
附
落
す
ま
で
一
一
一
秒
と
い
う
皐
宅
、
船
員
二
十

な
ど
、
た
い
へ
ん
意
故
的
な
躍
度
と
一
る
も
の
で
あ
り
草
す
@
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人
で
一
時
間
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割
れ
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マ
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崎
市
議
改
選
控
初
の
市
議
，

会
は
笠
月
十
九
百
議
事
叶
A

H

陀
開
会
、

F
副
議
長
・
各
…

仲
間
淫
香
番
員
・
市
法
卦
委

員
な
Y
議
会
の
佼
員
木
事

を
汀
な
っ
た
o
F翻
議
長
一

に
小
川
房
宙
・
水
島
英
綴

両
市
議
事
選
任
し
た
。

ま
た
、
今
議
自
で
日
目
年

度
一
一
問
答
軒
、
下
水
道
事

業
特
帥
刷
会
計
の
起
慣
に
つ

い
て
二
す
れ
ぞ
れ
予
葬
ぬ

補
涯
に
つ
い
て
専
決
挺
分

“
ゑ
可
決
し
た
ο

議
会
の
役
員
人
事
次
の
ど
お
り
。

員

(2)
・
小
川
按
街
、
小
林
誠
一

マ
余
白
川
水
害
予
防
組
合
議
会
議
員

(2)
高

橋

男

五

月

二

十

七

日
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木

)

、
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一
け
予
約
壱
受
け
付
け
た
も
の
で
、
昨
年
一
中
に
自
分
の
過
失
で
事
故
に
あ
っ
た
湯
一
商
品
印
鑑
で
、
請
求
期
間
時
事
故
村

ー

I

j

l

白

i
l

，

P

一
よ
り
一
万
二
千
二
百
八
十
九
人
が
増
加
一
合
も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
一
し
て
か
ら
一
か
理
簡
で
あ
る
。
ま
た
、

持

認

知

一

手

舟

9
3
民
間
H
z
l

…
し
た
と
ま
い
記
号
、
ま
だ
喜
一
お
く
れ
毛
言
明
欝
が
も
ら
え
ま
君
津
警
と
言
申

請
髄
富
↓
鵜
蕗
↓
耳
i
i
3ノ
災

済

"

一

市

堅

実

の

露

で
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る

。

一

な

い

場

設

あ

る

。

一

票

必

要

。

通
共
'
一
と
と
し
の
交
通
事
故
に
よ
る
重
の
一
見
舞
金
の
持
芝
必
要
な
も
の
は
、
一
票
基
・
お
と
な
一
一
一
高
、

54

昨

年

、

見

舞

金

支

憲

一

一

千

三

百

万

冊

蓄
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神

奈

川

疑

事
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一
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百

一

一

一

丈

一

暴

言

官

、

富

喜

一

高

長

一

一

高

司
〈
五
月
三
十
一
日
現
在
)
で
あ
り
、
特
一
関
書
r
ニ
カ
持
カ
カ
竺
た
揚
告
は
一
一
一
睡
見
欝
轟
・
死
亡
五
平
万
円
、
負
困
問
中

一
に
夫
と
ご
も
の
事
故
が
多
〈
一
ζ
れ
一
枚
〉
受
交
通
著
書
加
入
者
説
』
五
万
よ
袋
内

敵
前
の
蓄
を
JFぎ

た

そ

J
Z一
番
制
度
、
ホ
ヰ
度
は
四
告
に
は
二
」
れ
は
、
毎
回
月
が
予
約
語
で
一
は
全
額
一
誌
と
い
う
二
民
主
一

L

}

翁

[

白

h
i
l
t
v

そ
一
い
り
、
四
月
三
十
日
空
加
入
者
は
一
市
公
害
小
中
学
校
、
語
、
保
一
五
月
=
一
十
一
皇
室
十
八
件
の
一
さ
が
わ
高
ち
は

Y

時
翠

八
万
一
千
一
一
一
宙
空
一
人
、
百
人
あ
た
一
高
毒
員
室
、
目
、
一
事
故
室
、
九
人
が
空
喜
一
・

4
3
;一
3
2
1
i

品
寸
九
人
の
震
が
加
入
し
た
o

部

落

合

雲

書

官

突

を

呼

び

か

一

主

人

か

負

傷

し

て

い

る

。

一

に

ぎ

わ

っ

た

文

化

セ

ン

タ

i
零
窓
会

一
と
こ
で
、
昨
年
度
の
見
韓
金
の
支
払
一

下
草
ぞ
み
て
み
る
と
ふ
。
一
去
月
一
同
一
一
日
の
前
日
「
文
化
セ
一
木
理
現
襲
仁
、
望
書
守
(
N

神

e
一
変
返
事
故
死
↑
暑
が
二
十
一
一
一
件
、
霞
一

y
b
m
l数
地
に
園
祭
公
務
さ
れ
て
い
乏
ト
泥
水
必
、
〈
に
し
ま
た
か
し

J

の
、
す
一
重
一
言
二
十
一
へ
軽
傷
害
一
主
義
重
護
軍
ぎ
ち
ゃ
ん

H

一
か
の
ひ
ろ
し
、
量
二
、
ま
つ
は
ι

一

し

綴

一

一

一

箇
在
者
一
四
十
一
人
で
、
一
一
千
一
一
一
笛
一
昭
宏
一
芳
同
一
の
公
額
一
潤
年
記
遼
寧
生
金
が
小
中
苧
一
む
ね
た
か
、
昨
嬢
後
援
1

小
瀬
村
茂
、

議

醐

一

が

芸

れ

だ

こ

れ

2霊
欝

一

生

一

票

丈

毒

め

奇

襲

一

Z妻

塁

、

宮

木

、

滋
鍛
宛
一
共
済
民
都
八
し
て
い
た
か
ら
と
そ
、
民
一
主
人
選
者
が
決
ま
っ
た
。
ζ
の
作
品
川
惜
一
位
震
穆
ナ
、
熊
沢
目
登
志
(
以
上
留
品

吋
出
糊
…
一
時
一
舞
金
を
受
け
取
る
ζ
と
が
で
き
た
わ
け
一
六
月
十
白
黒
字
九
臼
ま
で
市
欝
一
見
小
て
は
ら
喜
久
今
井
持
て

た
弊
混
一
で
、
ま
だ
却
入
し
て
い
な
い
人
は
1

ぜ
一
一
階
ホ
1
ん
に
展
示
さ
れ
る
。
一
品
恒
藤
烈
磁
(
以
上
翠
菩
小
〉
、
い
と
う
h

潤

長

一

ひ

ζ
露
一
家
そ
ろ
っ
て
加
入
し
て
ほ
一
マ
特
選
・
芸
わ
と
も
ひ
さ
(
里
見
一
室
、
一
一
一
捕
翌
ほ
し
議
内
小
)

る
汚
月
一
し
い
。
申
し
込
み
は
、
市
内
の
令
融
雄
一
小
1
坪
)
、
決
沼
殴
(
高
士
見
小
3
一
一
d
u
礼
子
、
山
田
県
一
べ
沢
田
耳
目
〈

廿

6
加
一
時
市
役
所
公
開
諌
で
受
け
付
け
て
い
一
年
)
、
基
む
寸
(
富
士
品
以
来
)
一
山
川
主
(
以
毛
沢
小
)
、
む
な

下

ほ

の

一

る

。

一

一

長

人

N
r
ナ(山山一夜小
S
釘
)
、
平
一
問
一
主
、
ヮ
や
(
姉
島
小
)
二
白
川
賞
一
雄
、

紅
一
間
一
山
慢
な
た
が
品
交
通
芸
品
量
一
室
(
望
丸
小
S々

)
一
飯
思
議
、
高
純
一
〈
以
上
天
野
小
)

一
邦
議
~
一
入
し
て
事
故
に
あ
っ
た
揖
一
合
は
、
マ
入
選
・
木
下
洋
一
(
搭
小
)
、
諸
国
龍
一
山
田
慣
例
玲
(
十
沢
中
)
、
川
口
日
出

の
大
小
に
か
か
わ
色
ず
、
定
問
出
ー
ま
っ
き
ひ
ろ
し
、
竹
町
四
随
一
、
一
野
中

γ

問
団
け
出
て
く
だ
さ
い
。
は
ら
ま
と
と
、
き
く
ち
の
ぷ
申
書
、
鈴



霊

平

内

一

吾

却

益

事

さ

え

な

い

一

警

一

歪

曾

高

一

朝

寝

霊

感

鍵

め

霊

平

高

石

中

警

護

費

襲

一
幕
K
A
U
T一
は
覇
量
額
で
あ
っ
一
マ
一
番
喜
重
量
八
千
一
豆
マ
聾
費
〈

Z話
番
符
号
)
一
工
事
主
首
図
書
月
五
輯
裏
金

一
た
の
語
、
ζ
暴

露

章

一

一

一

高

一

九

十

高

一

果

撃

の

毒

-

震

喜

重

一

護

地

霊

平

方

向

車

七

霊

一
が
十
宿
高
尺
襲
撃
一
入
あ
た
一
言
葉
区
第
二
分
民
事
章
一
の
『
護
府
警
護
す
る
も
の
。
一
中
区
議
、
四
十
八
停
習
に
壁

一
り
句
加
算
額
六
万
事
京
八
高
主
翠
至
宝
ハ
一
百
六
十
五
角
一
マ
一
万
八
千
二
百
七
十
華
奈
題
一
実
一
一
本
容
、
書
中
仮
説
校
舎
一

引
き
上
げ
ら
れ
た
己
と
に
よ
る
所
要
の
マ
第
一
望
唱
え
平
八
百
七
十
高
一
思
ご
ナ
一
一
一
百
人
十
万
円
一
重
七
百
三
十
四
万
円
、
産
公
民
館
一
五
二
五
日
(
合
午
前
九
時
半
当
事
重
喜
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
レ
い

一

委

の

蓄

を

す

る

も

の

。

一

主

d

一

新

型

一

千

喜

閉

十

一

万

円

な

ど

o

一
か
ら
星
電

7
7「
を

く

わ

し

い
ζ
と
は
神
奈
川
県
公
害
対
簡

一

空

襲

警

襲

撃

一

車

醤

住

宅

に

開

四

千

万

丹

一

マ

襲

警

慰

霊

比

四

月

間

一

室

汚

染

防

止

法

と

益

事

i
F審
議

員

企

部

議

(T2

3
量

主

一

一

笠

宮

喜

一

f

一

催

量

需

産

量

軸

一

震

の

亮

一

議

室

望

号

一

n-Ega密
室

へ

持
錯
説
的
u
jヱ
一
翼
公
選
の
霊
も
一
出
品
駐
日
院
持
知
詩
諮
問
郡
山
口
一
職
員
諜
で
タ
イ

臨
む
艶
威
一
騒
笥
誤
信
一
議
詰
一
け
鮮
民
間
話

i
一謀議ハ

i
一
日
一
結
許
諾
諒
一
上
初
詩
語
長
一
し
れ
r

翌日
up一ピストを募集

臨

震

蓮

華

暴

露

襲

、

本

重

一

撃

議

長

塁

暴

露

宅

一

聾

襲

2
2塁万
一
高
、
壁
の
予
算
壱
加
是
々
総
一
市
改
造
事
警
へ
一
一
言
空
八
一
号
、
翠
霊
祭
主
で
あ
る

J
暴

露

が

喪

主

主

義

援

震

設

、

占

イ

ピ

ス

ト

輔

叩

明

!

一

月

刊

額

六

十

四

億

八

千

高

患

っ

た

ま

一

万

円

、

露

大

暴

露

襲

奇

一

V
一
豊
富
輔
警
護
士
千
五
丁
で
あ
る
。
ク

i
一
ン
グ
警
ん
や
一
室
し
て
い
る
。

縄
問
窓
際
紛
れ
れ
義
一
期
日
刊
誌
日
駐
日
開
一
腎
諮
問
説
明
ぺ
一
属
議
肝
拍
手
話
時
紅
白
的
空
間
一
担
当
時
間
諮
問
可
高

r
J
J
l
i一挙
2
2量
産

品

の

警

察

語

、

偶

人

重

量

一

塁

百

円

尺

ガ

ス

に

対

す

る

免

震

一

て

は

護

持

総

額

義

義

務

者

品

智

子

一

一

千

五

車

五

万

円

高

大

震

号

室

一

主

勇

一

撃

排

水

路

筆

者

↑

君

、

揮

一

万

月

一

信

号

し

辛

子

日

一

炉

宮

験

の

あ

る

一

一

十

五

重

下

関

説

話

器

開

守

一

一

百

円

か

ら

一

千

買

に

一

除

い

た

護

者

一

企

つ

い

て

六

一

語

講

義

5
g
z、

襲
撃
工
費
喜
一
千
七
一
一
一

2
2一芸
品

千

百

一

色

i
i
o
i一

マ
警
盆
一
十
一
一
塁

i

T
襲

警

ご

方

自

上

げ

、

ま

一

騒

童

書

混

襲

鐙

家

郷

田

一

一

一

添

付

の

一

塁

吾

妻

家

で

o

T昨
年
の
重
量

Eと
P五
一

塁

・

麗

襲

護

霊

特

製

一

マ

闘

い

告

せ

a

欝

部

癒

義

守

与
量
控
除
額
の
雪
上
霊
脅
さ
一
許
諾
塞
が
告
書
、
喜
一

2・
一
お
お
内
鶴
一
一
一
二
会
一
一
一

醐

れ

て

い

る

。

一

療

震

保

険

量

謡

曲

尊

師

割

、

そ

一

語

一

一

ち

掴
そ
の
ほ
か
、
高
齢
の
護
箸
の
一
の
費
の
蓋
い
車
重
と
じ
て
盤
一

主
義
憲
幸
二
車
嵩
上
げ
、
ま
喜
骨
量
吉
容
の
d

一

3
た
昨
年
内
所
禅
譲
疋
に
と
も
な
う
絵
一
揮
平
揮
童
轟
轟
徐
襲
語
一

伊
一
一
年
所
得
抽
出
騒
績
の
引
書
上
げ
が
適
用
吉
一
一
部
散
窓
・
地
方
説
法
の
一
部
改
廷
に
一

ょ

恥

れ

て

い

る

。

一

と

も

な

f
J明
ぽ
で
一
額
幌
税
の
諌
税
限
度
…

卒
そ
の
ほ
内
一
月
以
降
の
退
職
者
の
警
笠
方
向
か
ら
八
万
臣
室
上
げ

混
血
特
別
世
収
税
額
陀
か
か
る
惜
税
額
の
ら
一
る
と
と
も
に
、
従
来
、
制
例
年
所
得
が
地

弓
職
事
収
男
妻
、
豪
支
説
の
免
一
方
税
法
に
重
量
璽
議
士
一
一
万

広

hH

第 236受

同
溝
肪
止
法
説
明
金
関
〈
川

市
民
審
議
年
金
費
い
ま
老
一
身
障
陣
欝
手
管
ま
だ
持
っ
て
い
な
い

令
・
陣
容
~
母
子
の
各
福
祉
年
金
を
受
一
人
、
ま
た
は
手
緩
所
持
活
で
補
聴
穏
を

け
て
い
る
人
の
所
樽
状
況
日
掛
け
を
場
わ
一
必
襲
と
し
℃
い
る
人
は
、
巡
回
市
相
談
日

付
け
て
い
る
。
一
に
出
府
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
月
は

1

5

ζ

の
所
得
状
況
局
付
花
も
と
づ
い
て
一
六
月
二
十
五
日
(
金
〉
午
後
一
時
か
ら

日
開
霊
室
妥
結
が
聾
す
る
。
と
の
一
市
書
控
室
等
部
催
中
9
る。

ー
醐
所
岨
認
後
題
け
を
六
月
中
に
出
し
て
い
一
門
巡
演
詔
懇
マ
員
七
百
(
芯
惑

を
よ
な
い
と
、
と
れ
か
ち
以
後
の
重
要
一
実
写
八
月
四
日
(
氷
山
喜
抗
議

1
1
醐
給
さ
れ
な
い
。
履
け
出
の
際
、
顕
民
年
一
マ
九
月
一
呂
〈
京
)
整
帯
外
斜
守
九
月

間
金
蓄
と
昂
警
拍
忘
れ
な
く
匂
一
一
言
(
金
)
耳
鼻
斜
・
壁
マ
克
六

同
醐
な
布
、
昨
年
支
給
吾
停
止
さ
れ
た
万
一
日
(
武
)
整
形
外
掛
マ
十
一
月
五
百

盛
時
霊
童
露
雲
市
書
で
即
答
一
(
金
)
耳
鼻
掛
マ
十
一
月
十
七
百
ハ
京
)

器
開
し
て
い
る
の
て
そ
の
む
ね
で
出
て
一
整
形
益
平
一
一
月
一
臼
(
水
)
撃

鵬
〈
だ
浅
い
J

一
札
結
マ
一
月
十
四
日
(
金
〉
耳
鼻
料
e

醐

:
i
p
i
l
l
i
t
-
-
i
i

一
襲
マ
一
月
↓
九
百
(
率
重
量

、
血
剖
臼
に
身
障
者
一
マ
一
一
月
一
百
(
忍
草
外
移
一
一
一
月

比
巡
一
山
翠
諮
問
く
一
一
町
村
長
野
号
一
一
一
月
一
一
一
日

軸
市
福
祉
事
務
所
楳
護
諜
は
、
七
月
以
一
な
お
、
事
加
壱
希
望
す
る
人
は
、
前

零
実
態
童
書
記
相
談
昨
日
警
官
ま
で
に
必
3
福
祉
義
務
に
雪
印

一
一
瞬
苑
援
し
た
。
聴
覚
民
鱒
替
の
あ
る
人
で
一
て
ほ
し
い
。

と
ζ
ろ
が
、
主
主
ま
れ
で
は
と
の
筒
、
市
民
の
み
な
吉
ん
に
た

2
g
g開
か
れ
た
車
開
発

お
め
て
六
十
自
問
岳
八
重
琴
し
い
へ
ん
と
迷
感
を
お
か
け
し
た
が
、
幹
融
自
動
向
を
養
護
審
議
直
で
、
原

で
、
鍵
鹿
の
保
持
に
は
神
経
亭
使
う
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
あ
た
た
察
と
お
わ
品
目
定
し
た
。

べ
き
で
あ
る
ζ
守
護
に
し
ゑ
て
臨
ま
る
h

覚
書
数
々
奇
い
た
だ
い
て
そ
れ
K
よ
る
と
、
撃
針
露
臨

じ
と
つ
た
。
磁
器
閉
め
気
持
ち
で
い
づ
ば
い
で
あ
が
計
八
百
五
十
J
M
1
事
業
費
は
約

は
じ
め
極
の
柔
の
疑
い
で
入
院
る
も
わ
た
く
し
が
一
一
一
た
び
市
長
に
選
九
千
五
衰
ハ
十
開
、
襲
高
話

じ
、
精
密
検
査
あ
結
果
習
か
い
よ
う
ば
れ
た
ζ
と
は
、
わ
が
平
警
と
し
鰻
が
一
霊
童
十
J

M、
釜
蓑
は

わ
た
く
し
は
市
長
就
任
一
一
一
年
自
の
づ
け
た
い
の
で
、
甫
民
の
み
な
さ
ん
惜
敗
の
土
麗
阿
川
久
さ
ん
た
ち
の
姿
が
も
発
克
主
れ
、
砲
の
つ
山
崩
宵
の
外
斜
で
は
最
初
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
約
国
千
百
十
一
信
向
。
そ
し
て
イ
ン
貞

男
四
半
年
自
立
言
、
「
広
報
告
白
過
し
を
ね
が
い
た
い
。
書
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
喜
宍
長
一
か
月
捷
の
由
主
古
語
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
五

1
ナ
ェ
ジ
ジ
五
十
四
訟
の
新
喜
一

ひ
ら
つ
か
」
花
市
品
繭
糧
支
書
き
は

X

X

た
の
は
両
と
め
寂
し
く
、
惜
し
ま
れ
日
に
行
な
コ
た
の
で
あ
え
括
的
ヲ
八
コ
三
一
一
ひ
し
ひ
し
と
時
一
揖
し
も
決
定
さ
れ
た
が
、
モ
の
な
か
応
策
一
一

じ
め
て
選
外
一
番
必
と
題
し
た
が
費
二
十
五
日
に
行
な
わ
れ
た
市
で
な
ゐ
な
い

o
t
j
a
j
i
l
t
-
i
i
i
i
l
i
-
-

章
一
蓬
霊
野
イ
ン
3
1チ
ェ
ン
一
一

市
長
一
普
握
、
お
な
じ
み
の
、
議
室
量
で
、
富
年
閣
の

2
2年
に

わ

た

り

市

の

発

《

長

襲

撃

審

議

譲

k

少
の
新
説
者
ま
れ
て
い
る
の
だ
一
一

♂
ん
に
ち
は
露
の
み
な

Z
市
政
の
を
い
言
決
定
し
た
。
市
民
の
た
め
に
量
(
じ
ん
す
い
)
さ

i
均

一

寸

繍

欝

議

襲

撃

1
-
4

一
け
や
霊
イ
ン
タ
ー
主
ジ
ジ
に
つ
い
一
一

ま

え

た

。

議

一

一

夫

人

空

襲

、

昨

年

十

月

れ

た

労

話

し

て

わ

た

く

し

は

市

欝

常

議

f
¥
J一

了
撃
↓
で
は
、
秦
野
市
が
中
さ
号
、
関
一

き
で
一
一
一
響
的
雨
量
言
語
ま
れ
た
重
量
に
よ
る
縫
民
主
費
し
て
ζ

定

震

襲

撃

蓬

欝

J

曇
ρ

で
襲
撃
藤
議
Y
保
市
町
が
一
丸
を
っ
て
今
日
ま
で
一

言

5
3、

い
ろ
い
再
考

5
2季
、

書

簡

主

主

要

妥

し

た

い

。

喜

一

義

勢

一

麟

麟

静

-
d鱗
麟

盤

整

建

設

省

そ

の

他

書

簡

尺

強

力

F

一

え
て
み
た
O

W

C

ん
記
ち
は
-

u

増

員

と

な

っ

た

。

語

、

ど

掲

輔

さ

べ

ん

た

つ

を

常

時

J

g

一
観
欝
務
三
九
一
議
議
額
鱗
鱗
官
な
霊
童
気
よ
く
つ
づ
貯
て
き
た
一

は
露
が
よ

t
i
z撃

の
結
果
童
三
塁
ね
が
う
と
と
一
是
正
一
襲
警

J
警

察

髄

欝

繋

議

藤

和

と

こ

ろ

で

雪

。

き

ょ

う

童

市

長

一

行

会

害

事

れ

た

わ

た

く

し

錯

二

十

七

人

、

一

量

一

天

、

霊

も

め

で

あ

令

。

議

議

笠

轟

欝

欝

饗

韓

関

吟

瓜

騨

欝

欝

鱒

マ

棄

の

震

さ

ん

か

宍

奪

三

i

一

の
表
題
名
と
も
な
っ
た
の

3
員

十

一

人

選

寄

れ

た

。

×

χ

機

騒

齢

欝

望

号

ぬ

麟

麟

舗

蹴

チ

ェ

yv語
が
き
古
か
っ
た
喜
び
の
一

き
つ
妥
ζ
れ
に
し
よ
う
怠
っ
た
今
回
の
改
選
に
よ
っ
て
一
勇
退
さ
れ
今
ま
で
わ
た
く
し
は
、
自
分
は
鍵
綴
織
議
ぺ
路
舗
務
¥
免
一
-
除
勧
態
鰭
額
際
競
強
襲
花
接
し
た
が
、
新
設
遺
言
一

炉
、
義
一
警
は
か
る
震
で
か
た
九
喜
一
一
一
十
九
年
星
雲
震
で
あ
る
、
ど
と
も
惑
い
と
ζ

ろ

欝

欝

騒

騒

F

L

V

襲
撃
聞
は
ア
嘉
し
て
富
市
演
を
ふ
る
に
い
た
っ
た
一

え
る
と
と

κし
た
ο

金
王
喜
一
ん
を
は
じ
め
、
議
長
経
は
な
い
、
と
と
広
宣
告
量
T
し

、

野

韓

議

場

予

A
V
議

ゑ

欝

鰭

欝

饗

徹

?

と

と

は

警

に

た

え

な

い
o

一

つ
ま
ら
ぬ
三
塁
う
よ
う
警
告
霊
山
崎
星
雲
」
寄
し
て
き
た
o
hあ

た

め

少

々

の

言

盤

解

arp

兵

、

露

機

3
3
J
一
話
集
京
市
崎
東
名
い
し
の
嘉
一

で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
突
の
な
か
副
議
長
経
歴
の
小
者
世
売
さ
ん
、
亨
b

と
と
は
気
に
も
と
め
ず
、
ま
た
官
民
宿
灘
糊
議
鰻
鯵
お
鏡
マ
鞠
欝

e
バ
紡
は
厚
木
イ
ン
占
i
チ
ェ
シ
ジ
の
み
で
一

一

霊

長

の

ベ

ジ

炉

を

選

ん

話

中

華

商

事

太

滞

在

藤

の

撃

を

乞

(

乙

)

わ

ぬ

と

い

っ

た

鶏

議

瞬

静

¥

小

〆

臨

麟

加

盟

あ

っ

た

o
そ
の
た
め
一
一
一
九
且
喜

一
だ
よ
」
れ
か
ら
毎
月
議
し
主
警
つ
華
嘉
蓋
芝
、
知
う
る
一
氏
富
(
が
ん
ζ
)

主

で

あ

っ

た

。

一

機

議

麓

麟

欝

勝

安

子

川

齢

麟

鶴

見

T

混
雑
は
は
な
は
だ
し
く
、
受
通
事
叡

一

議

欝

議

縄

欝

麟

鱒

鶴

欝

盤

欝

鶴

市

事

。

も

多

発

し

て

い

る

o
と
の
霊
安

一

z

J

弱
韓
む
最
騨
襲
務
簸
機
購
欝
脇
鶴
綴
欝
絡
線
鶴
襲
襲
甥
〕

一

(
i
l
i
-
-
i
i
;
，
ラ
て
混
雑
緩
和
が
は
か
ら
れ
る
ほ
か

一

宇

輔

の

結

果

は

ま

ζ

と
に
線
認
立
て
い
る
も
と
れ
か
ら
の
釘
語
、
文
り
で
な
土
木
市
西
蓄
の
翠
ピ

一

経

過

を

た

ど

吾

、

五

月

一

一

H
返
院
し
宇
ど
お
り
一
全
力
投
球
、
市
民
の
た
め
大
き
く
寄
与
す
る
一
ζ
と
と
な
号
、
ま

一

た

o
体
重
は
、
入
院
前
の
八
十
一
J

の
町
づ
く
り
安
訂
向
的
に
す
寸
め
て
と
と
花
開
る
い
易
胡
し
で
あ
る

r

一

か

主

主

主

一

大

幅

長

じ

て

ス

い

点

差

な

の

で

、

震

の

一

市

立

さ

な

お

聾

霊

か

ら

一

重

イ

ジ

貞

一

マ

i
kな
っ
た
o

も
っ
苦
労
ん
の
と
協
力
完
が
い
た
い
と
お
も

1
主

Y
Eい
た
円
街
道
書
記

一

の

防

援

に

つ

と

め

た

結

梨

、

五

月

三

う

。

つ

い

て

は

、

ず

で

花

津

田

察

知

事

さ

一

十

一

日

宮

、

平

常

の

撃

に

縄

才

X

X

ん
に
奇
襲
百
一
一
県
警
通
じ
て
申
し

一

一

る

ζ
と
が
で
去
る
よ
う
に
ふ
叫
っ
た
。
建
設
省
は
亨
き
に
、
国
土
偶
発
幹
入
れ
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
と
れ

出

思

一

凡

ば

、

な

が

い

な

が

い

間

出

向

牛

泡

翻

日

鋤

車

道

の

期

中

止

次

築

示

計

爾

と

が

実

現

に

努

力

し

た

い

。

一

色

で

あ

っ

た

。

幣

雪

面

寒

支

持

返

し

た

が

、

昨

日

@

和

問

ハ

ム

ハ

・

一

口

一
Y

」E
 

麹

7
悶
悶
宮
間
同
灘
筏
で

市
八
歯
部
広
報
課
は
、
総
媛
府
統
計
一

周
が
行
な
う
就
業
構
渇
華
子
A
謁
査
を
一
割
一

施
す
る
。

七
月
一
呂
湧
在
で
、
調
賓
の
特
色
は

車
撲
の
蓄
喜
一
帯
の
種
類
型
観

察
す
み
心
箆
再
就
職
の
寧
緩
存
競
ら
か
に

す
る
ζ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

市
内
で
十
九
か
衝
の
地
域
亭
抽
出
し

て
…
調
査
す
る
も
の
で
、
も
し
お
宅
に
議

査
賓
が
伺
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
協
売
を
。

が
一
審

酷
ア
メ
リ
問
、
出
口
乙
ト
ジ

市
民
科
揖
部
農
議
裂
は
、
と
と
し
も
四
時

の
大
敵
、
プ
メ
リ
J

カ
シ
ロ
ヒ
ト
n
p
の大

鐙
発
症
帥
付
期
士
宮
通
え
一
1

徹
底
し
た
防
捕

を
行
な
う
ζ
と
堂
決
め
た
。

ち
ょ
A
J
ど
今
が
そ
の
第
一
一
回
め
の
亮

往
時
期
で
、
白
い
品
の
巣
吾
づ
く
っ
た

わ
棄
亭
S
か
ん
に
貴
い
古
川
す
お
虫
期
で

あ
る

D

で
、
小
枝
ど
と
切
れ
と
っ
玄
殺
す
の
が
一
一

一

番

。

士

ま
た
、
高
い
校
の
巣
に
は
、
竹
の
先
一

花
ハ
サ
ミ
の
つ
い
た
高
桂
切
り
を
宅
一
…

た
り
、
輔
の
先
V
脳
出
布
を
つ
け
て
出
揮
を
一

焼
く
の
も
よ
い
方
措
だ
。

櫨コース
3fさまの探叩久雲公富喜一雲雀旅館の

的見学雲雀旅館践ー滋綴守一白

紫採ーλ申告01公慰

軍事長令

5主的合体育館前 II P1305，上

期欽!2Pzyごろの予定



令
市
内
鴎
撲
の
長
面
開
誕
と
し
て
昭
和
二
十
六
回
咋
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
七
夕
ま
つ
り
、
い
ま
は
崩
世
間
的
観
光
符

0

0

事
と
し
て
品
習
に
広
三
知
ら
れ
、
昨
年
の
ニ
ナ
周
年
に
は
こ
れ
ま
で
の
闇
高
三
百
三
十
万
人
の
観
光
客
や
勃

0

0

員
し
た
。
ζ
と
し
も
七
局
七
日
か
ら
最
時
日
と
一
日
曜
日
が
盤
な
っ
た
十
一
日
ま
で
の
五
百
問
、
一
一
言
笠
十
万

Q

O

人
以
上
の
人
出
量
?
線
、
各
種
行
事
も
出
Y
5
0
っ
て
一
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。
二
十
日
極
に
せ
ま

0

0

っ
rd岩
手
一
一
四
七
夕
ま
つ
り
の
五
円
口
組
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
み
て
み
よ
う
o

G

こ
と
を
ゥ
た
。
一
品
問
地
平
糾
問
し
て
も
ら
う
こ
と
に
と
っ
一
品
需
な
ど
で
折
損
じ
た
り
、
倒
一
記
入
が
な
い
と
き
は
無
幼
と
す
る
Q

一
一
一
一
忠
告
量
一
木
朝
日
)
守
中
原

妻
、

ζ
主

主

要

議

官

一

一

言

。

一

れ

た

り

し

な

い

も

の

言

い

よ

う

に

。

マ

送

付

今

毒

事

喜

子

一

玄

量

(

斉

七

日

か

ら

揺

月

第

一

月

議
に
す
る
方
針
て
従
来
の
倍
程
一
す
お
一
@
交
通
庶
民
せ
機
、
道
路
霊
の
効
用
を
一
平
塚
市
役
所
宅
訣
主
ま
つ
り
一
曜
日
)
マ
神
雲
量
(
六
月
十
昔

宮
ι、
議

事

行

喜

一

言

量

一

竹

飾

り

な

ど

の

一

恩

山

吉

宗

主

義

ま

た

は

方

法

で

一

事

務

局

干

一

一

語

。

一

か

ら

各

月

第

一

一

末

曜

日

〉

高

島

最

…

一

Zc

一

設

設

条

件

は

:

・

一

設

置

し

な

い

。

一

一

一

人

の

ミ

ス

七

百

(

六

月

手

一

一

忠

義

月

第

四

火

山

一

事

前

宣

伝

で

前

一

一

存

主

の

装

飾

駒

の

路

面

J
Zさ
一

一

瞬

包

マ

旭

八

ム

民

館

(

六

月

四

日

間

ら

山

一
景
気
ま
さ
か
時
間
許
取
忠
仁
十
諮
問
刊
誌
は
…
(
日
一
一
M
V
Uド
ド

の

一

語

↑

持

討

諮

問

削

…

一
己
主
は
多
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
沼
一
っ
た

2露
で
は
、
竹
飾
り
の
道
一
だ
よ
車
、
護
団
暴
よ
り
セ
ン
タ
ー
一
票
る
み
さ
ん
と
、
新
井
聖
書
ん
一

g
マ
富
島
〈
六
月
一
一
富
市

一
千
枚
書
環
雲
著
書
管
内
一
路
使
用
に
つ
い
て
そ
の

2と
な

り

一

凶

悪

出

一

民

主

主

主

っ

た

。

一

2
2阻
害

主

要

早

川

一
の
主
車
京
、
襲
、
玉
、
名
古
露
、
一
し
五
の
よ
う
に
霊
し
て
い
弓
一

Z
規
制
裏
話
量
一
露
呈
一
一
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
義
介
す
る
と
一
箆
(
六
月
二
十
一
き
か
ら
語
章
一
川

一
室
、
霊
襲
撃
を
は
じ
め
、
神
一
@
量
一
最
上
に
蓄
す
る
竹
飾
り
一
道
上
で
は
凶
・
五
長
上
と
す
る
(
た
了
i
昭
和
初
霊
一
臼
)
マ
葉
公
民
館
(
六
月
九
百
か
ら
一
山

一
接
申
パ
ス
の
車
内
、
語
、
箱
根
、
互
の
揖
万
位
置
は
室
上
と
し
、
事
車
道
一
だ
し
揖
車
道
場
嘉
よ
り
セ
ン
タ
ー
ょ
二
葉
主
主
ま
れ
の
一
一
十
一
毎
月
空
一
蓮
臼
)
マ
金
居
公
民
館
前

t

一
義
な
ど
の
旅
館
主
聖
地
の
妻
一
境
界
綿
寸
一
左
足
内
と
す
る
。
一
り
一
対
ま
で
は
一
…
一
M
以
上
)
(
口
)
一
歳
。
監
は
、
望
郷
・
男
は
つ
ら
い
よ
(
六
月
八
日
か
ら
毎
月
第
二
広
雪
山
年

号十日開いおじむ一

K
諮
問
町
長

J
X開
入
場
券
時
一
一
一
一
一
一
一
説
明
一
樹
一
法
制
作
京
一
一
一
一
一
一
紘
一
一

る

れ

る
ζ
お
決
雪
、
七
話
午
旦
駅
を
中
、
北
七
ゲ
マ
ッ
チ
と
d
J
Pゎ

一
一
ア
レ
ピ
の
公
霊
園

7
3
7吾
氏
名
・
重
量
を
去
の
う
一
J
o

一

害

毒

ぐ

た

め

、

平

塚

保

険

所

で

は

と

山

お

一

同

醐

い

は

氏

公

分

山

柵
景
島
警
の
十
一
白
夜
十
二
時
ま
一
を
す
1
ピ
プ
七
夕
ま
つ
り
へ
ど
う
ぞ
一
レ
ピ
で
が
ロ
ッ
テ
歌
の
ア
ル
バ
ム
ム

5ハ
月

一

一

十

日

以

降

の

盟

主

一

一

昭

和

年

一

の

一

一

員

、

い

ら

な

く

な

っ

た

犬

霊

前

サ

一

隅

出

間

制

公

見

初

山

で
い
っ
さ
い
、
車
は
通
れ
な
る
る
。
一
と
呼
宗
室
。
駅
前
に
七
夕
歓
迎
多
一
決
定
、
言
言
、

T
B
Sラ
ジ

オ

七

一

品

一

一

員

持

ま

で

有

効

と

し

受

け

付

古

草

案

涜

量

れ

の

一

一

一

回

収

容

器

な

う

。

一

川

治

一

品

匙

賀

士

爵

署
長
崎
電
車
も
昨
苦
昭
一
l
言
て
る
ほ
か
、
六
月
二
喜
一
タ
ま
つ
り
皇
室

2
5一

宮

。

己

の

害

事

。

一

議

。

デ

ビ

ュ

ー

伊

号

室

一

昔

、

事

必

要

お

で

お

忘

れ

一

"
3一
度

困

窮

の

須

笛

9

州

十
六
本
を
高
花
上
里
美
増
発
が
一
芸
晃
一
一
足
早
く
、
厚
舎
内
原
一
な
う
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
関
東
が

w七
三

寄

付

け

た

は

が

き

は

重

視

と

も

一

人

。

こ

の

ほ

於

童

話

う

め

く

ら

一

な

く

。

同

工

一

定

2
・

・

官

制

決
ま
り
、
襲
名
義
の
う
わ
さ
一
塁
率
な
揺
り
を
用
意
寸
前
景
気
一
;
・
フ
ェ
ス
一

72一
世
市
民
セ
ン
一
一
千
二
更
に
限
り
、
公
開
抽
芝
で
一
の
お
市
み
だ
れ
気
冠
婚
嚢
入
門
事
r
一

宮

警

議

}
V
6
月

首

謀

一

川

窓

一

剛

q
M
£

自

尽

特

川

な

《

損

害

最

終

警

は

い

り

活

一

を

あ

お

る

。

一

千

芸

襲

吉

田

す

る

。

室

主

命

。

一

揖

容

の

巷

な

ど

o
臼
審
議
高
校
一

iA(富
島

/

時

需

品

部

一

間

近

採

ケ

宮

自

自

営

再

発

な

雪

国

壱

見

せ

て

き

た

。

一

七

万

五

千

台

が

一

員

署

員

2
5一

な
お
、
一
言
は
が
き
に
義
民
一
そ
身
長
一
主
一
一
一
;
露
。
一
分
1
詩
(
雲
量
)
/
凶
器
一
山
耕
一
削
泣
語

2
2関

市
民
主
語
一
盟
諸
問
L
協
同
町
民
許
諾
日
一
名
目
民
和
一
J
f盟
福
岡
一
一
部
一
尚
一

Z
Z内立

ん
六
月
初
旬
は
は
、

ζ
と
し
の
ミ
ス
七
一
増
加
、
昨
年
は
競
輪
場
の
観
光
パ
ス
専
一

ζ
の
ほ
か
、
同
ハ
レ
!
y
q
山
内
中
一
一
時
同
好
i
出
分
(
松
原
公
民
同
国
)
/
1
-
4
5
2
2
一
一
一
三
一
一
王
室
内
一
一
三
一
E
一三一一ヱヱ
m
Z
E
-
-
-
m
Z
E
E
-
三三一22一三一三
-
f
m
E
一知

樹
タ
尺
松
竹
女
優
の
整
会
新
井
一
用
量
岨
閣
だ
け
で
霊
十
五
台
に
も
お
一
、
容
で
撮
り
一
広
げ
r

日

ほ

か

、

耳

元

十

一

惜

し

い

コ

ン

ク

i

ル

不

参

加

作

品

一

時

5

分

j
m分
(
書
公
事
/
山

砂
麻
実
完
か
決
ま
っ
た
。
一
よ
ん
だ
。
菜
、
豊
中
の
藍
状
況
一
菌
、
五
十
人
の
ヤ
ン
グ
ミ
ス
ヲ
i
ル
一
主
亥
り
の
説
U
コ
ン
ク
ー
ル
一
所
、
毒
中
農
協
主
催
で
十
回
公
一
時
見
守
算
定
炎
食
創
出
)

期
毎
件
、

ζ
の
金
書
な
平
警
重
一
を
み
る
久
七
万
五
芋
音
七
十
喜
一
五
十
人
が
襲
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
一
皇
室
績
が
決
ま
っ
た
。
一
量
産
っ
て
襲
撃
高
学
一
マ
6
月
管
均
時

f
s分
(
万
望

新
つ
り
に
協
賛
一
す
義
政
省
が
、
乙
と
と
も
の
パ
ス
、
主
主
乗
用
車
が
利
一
る
予
定
だ
。
一
毎
年
審
葉
町
叶
で
出
る
ζ
と

だ

が

、

言

。

一

量

)

/

加

害

分

i

一

葬

品

雲

同
郵
便
蒙
百
年
記
余
震
康
章
一
用
し
た
。
一
円
テ
レ
ピ
な
ど
暴
露
ニ
ア
レ
一
こ
の
コ
ジ
ク
ー
ル
に
案
し
て
い
な
い
一
ど
の
会
場
も
貫
一

5児
で
副
長
/
加
害
1
一
男
(
豊
田
公

約
毒
事
で
聞
く
ほ
か
、
記
念
は
が
一

ζ
と
し
は
、
一
般
警
警
一
義
一
ピ
・
ラ
ジ
オ
・
全
国
語
円
ム
満
塁
入
一
寄
り
の
中
三
言
拍
事
な
も
の
が
一
奇
襲
す
る
も
の
。
撃
は
六
月
か
一
露
)
/
ゆ
時
節
分
5
拍
分
(
霊
長

吉
(
一
一
夜
通
七
千
警
売
り
出
す
一
増
や

K
E
E側

室
江
絹
一
葉
め
号
、
設
は
、
襲
は
が
き
と
か
な
り
あ
空
襲
に
惜
し
ま
れ
る
。
一
長
一
斉
ま
で
。
一
民
館
)
/
刊
誌
マ
部
分
ヘ
岡
崎
公

誠
一
ぜ
ひ
、
こ
と
し
は
夢
加
し
て
ほ
し
い
一
特
に
今
聞
は
、
ス
点
三
品
料
理
の
つ
一
民
緩
)
/
日
時
5
分
、
均
分
(
金
活
誕

二
】
マ
草
加
部
門
・
ぬ
A
T
J
m

コ
y
ク
!
ん
@
一
く
り
方
、
ζ
ど
も
と
お
や
つ
、
長
住
き
一
民
謡
)
/
日
時
泊
分
1
お
分
(
金
吉
長

夜
景
コ
ン
ク
l
b
@
拙
ダ
別
コ

y
ク
1
一
の
た
め
の
掛
選
法
な
ど
で
、
家
縫
篤
人
一
民
銀
)
/
日
病
弱
分
1
日
明
分
〈
土
震
直

ん
曲
西
広
防
体
の
部
⑨
仕
掛
け
物
の
部
一
の
参
加
喜
朗
訴
し
て
い
る
。
一
民
館
)

マ
参
加
方
法
'
所
廷
の
用
紙
に
記
入
の
一
ま
た
事
加
斜
は
い
っ
さ
い
無
料
で
よ
l
i
l
-
-
i
l
i
l
i
-
-
-

う
え
七
ゲ
号
室
会
事
務
属
、
コ
一
お
そ
塁
民
館
へ
申
レ
込
ん
で
ほ
し
一
山
事
車
載
構
想

ン
ク
ー
ル
担
昌
麗
孫
(
市
民
税
謀
内
U

一

い

。

一

鳴

針

H
J

溺
a
a
a税制咽

τ怯

へ
、
六
月
一
一
一
宣
言
し
語
。
一
言
1
7
1
白
台
所
管
2

長
銀
協
よ
轍

門

v
響
季
七
夕
ま
つ
り
初
臼
の
七
百
二
回
一
実
一
ア
害
防
と
つ
/
3出
ζ
ん
な
和
一

花
火
沿
富
に
署
警
題
、
審
蚕
耳
目
一
や
つ
は
い
か
が
/
4
患
が
し
い
時
半
土
地
立
入
り
翻

終
了
控
に
駅
前
ム
ほ
育
館
前
広
場
忙
掲
一
も
食
事
の
注
意
甘
(
ス
ピ
ー
ド
料
濠
)
一

t

一
市
入
襲
は
安
否
揺
民
セ
ン
占
l
一
/
5
問
、
お
こ
も
っ
た
お
弁
当
/
6回

一

震

の

、

お

知

ら

せ

で

行

な

五

三

一

調

理

器

具

壱

見

な

お

そ

う
/
7
回
和
正
一
県
企
業
庁
水
謹
周
は
、
特
采
の
水
需

マ
審
食
あ
禁
準
・
優
禁
事
態
犯
し
て
、
一
月
掛
理
/
8
留
も
っ
と
牛
乳
そ
散
も
え
J

一
要
増
加
に
対
処
し
て
、
水
庄
増
強
を
は

七
夕
ま
つ
り
の
九
舎
に
号
今
前
田
雅
な
も
一
/
9
問
童
書
官
心
た
め
の
食
事
一
か
る
た
め
、
書
、
言
葉
答
申
還

の
で
し
タ
の
伝
説
と
克
代
的
感
覚
は
誠
一
{
常
務
教
蜜
日
程
}
マ
以
藷
公
民
館
一
す
る
現
地
の
立
ち
λ
り
開
明
一
存
行
な
コ

利
し
た
制
汗
的
効
引
か
大
き
い
も
の
。
一

(

J

ハパイ
H
か
ら
い
叫
阿
部
一
一
木
曜
日
)
一
の
で
地
元
の
み
な
さ
ん
の
協
力
亭
呼
び

!
l
i
l
l
1
1
1
1
一

V
劫
賀
公
民
館
(
J

、4
ニ
ゴ
p
l
u
u
i
一

nyF

州

M
会
場
で
州
一
節
一
水
害
)
マ
窮
車
川
配
刻
一
マ
苦
入
り
ゴ
地
告
書
前
南
側

側栄養教室川一貯前耕作一一…持同町一持軒詩い為

市
教
袋
社
会
教
育
諜
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、
平
山
崎
保
健
一
第
二
金
曜
臼
)
マ
大
一
野
会
話
銭
(
六
月
ご
V
期
間
同
・
六
月
十
臼
か
b
↑H
月一一十ハ回

を
大
増

融発

郵

政

省

が

記

念
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組
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融掘甥醐

もZ

四
月
花
腕
を
ふ
ζ
ら
ま
せ
て
入
学
し

た
一
年
生
j
今
月
で
一
一
か
月
た
ち
ま
し

た
。
今
回
は
一
年
坐
の
学
校
生
浩
ぷ
り

亭
ル
ボ
し
て
み
ま
し
た
。

先
生
は
‘
牛
の
揖
み
の
よ
ろ
に
ゆ
っ

く
り
、
ゆ
っ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な
己
と

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
だ
い
ぶ
慣
れ
ま

し
た
が
、
学
校
の
何
か
内
向
ま
で
が
目

新
ら
し
い
毎
日
で
す
。
柏
食
に
し
て
も

そ
う
で
し
た
。
議
初
の
ζ
ろ
は
、
貴
べ

残
し
た
り
、
貯
い
た
り
し
て
し
家
う
友

だ
ち
も
た
く
さ
一
ん
い
ま
し
た
。

で
も
、
一
か
月
た
ち
ま
し
た
。
蝿
動

が
そ
れ
ほ
ど
は
げ
し
く
な
い
、
ぼ
く
ら

の
お
な
か
も
、
だ
ん
だ
ん
学
校
が
一
面
白

く
な
る
に
つ
れ
て
、
給
貴
時
闘
が
持
ち

速
し
〈
な
っ
て
き
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
ぼ
く
ら
は
元
気
い
っ
ぱ

い
学
習
と
一
漆
鋭
、
そ
し
て
道
憾
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。
お
と

740ん
ノ
お
か

をえ
J

〈
畢
鐘
小
学
察
官
訪
ね

て
)

くも



市
教
育
委
国
間
晶
体
宵
操
は
、
間
隔
同
教
育
部
胃
諌
(
易
吋
台
体
湾
館
内
)
マ
烹
縫
・
市
教
育
委
員
企
e

枝
問
法
輔
盟
務
穏
期
申
告

の
健
康
ど
体
力
づ

Imを
包
揮
に
C

か
、
種
笥
協
会
事
務
記
間
へ
ど
う
ぞ
。
人
平
塚
青
年
会
議
中
尉

H
民
腐
の
タ
ベ

MUM七
夕
ま
っ

と
し
も
愛
知
耐
の
ス
ポ

l
X行
事
事
発
盟
館
八
慰
平
揮
市
A
J

曙
野
球
穴
金
マ
中
直
苧
平
塚
軟
式
野
議
協
会
り
u
の
摺
舗
と
し
で
こ
の
民
鋪
議

行
表
、
み
多
元
の
霊
的
な
事
加
を
マ
と
手
八
月
二
日
i
五

日

覇

軟

式

子

一

一

旦

襲

撃

沼

会

議

催

す

る

も

の

。

ぎ

害

川

呼

ひ

か

け

て

い

る

。

玄

号

室

差

益

慰

霊

場

マ

と

き

ム

ハ

月

二

十

日

S
議

加

を

。

川
ま
た
、
ス
ポ
!
y
壱
愛
好
す
る
少
ほ
か
回
会
場
天
は
二
十
七
日
(
日
)
マ
と
き
(
第
一
間
)
・
六
月
一
平
一
一

川
年
、
少
女
は
重
量
遣
と
グ
ル
ー
ム
マ
ム
・
第
一
部
会
長
の
部
マ
会
場
・
喜
軟
式
一
庭
球
場
(
パ
ス

5
8士
一
昨
，
土
谷

山
ブ
寄
っ
く
り
、
ス

b

・匙

B
B

司

-

a

i

f

'

a

i

白

h

マ
会
場
'
見
射
台

川

ポ

1

y

g

z

p

p

j

F

F

喝
羽
藤
れ
旦
知
高
欄
睦
響
詩
3
与

え

体

育

館

附議した

2
4
4欝
臨
調
と
民
麗
詩
整
会
マ
宮
支

霊

山

手

ま

め

℃

:

[

，

，

1

1

1

!

F

5

、
寝
室
盆
演

誌

と

の

ス

ポ

体

育

課

で

見

。

ホ

j

y信
事

を

発

表

ハ

y
ピ
ロ
ッ

y

少

年

館

は

市

-

句

I

M

F

M

E

z

s

m

m

E

F

J

=
一
4

夕
、
カ
ラ
ッ
ト

内

在

住

虫

学

長

四

宮

盗

事

認

〈

小

学

校

四

字

よ

れ

年

〉

車

寄

富

警

部

下

車

霊

童

詰

一
一
一
年
ま
で
が
対
象
。
第
二
部
中
学
生
阿
部
(
中
学
校

3
5

マ
第
二
回
・
七
月
十
一
言
(
各
十

ス
ポ
i
y
小
年
団
の
積
回
は
、
軟
一
年
土
一
一
年
〉
畑
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後域差益公民館

1-' 28臼八幡公民館納付自治E詰
会潟

3月 1日花71<公民館

'" 2日須賓公民館
-7 3 B ss躍す台武道場

輯 2髄め

3月13日
夕 14臼

器開騎公民館

-7 158 神E8公民館中原公民宣官

-7 16日富士見公民館旭公 民館

-717臼大野公民館松原公 民館

掛誠島公民館

d' 21臼八幡公民館主町内団地集

金揚

-7 22臼花水公民館

ク 23日 主部賓公民館

-7 24臼見，flIj台武道場

盟書磁拍

4月 3日 金自公民館磁土沢農協

ク 4日 豊回公E号館掛金田公民館

抜椅事"公民館

タ 5臼 神田公民館中民主公民館

?- 68 2:富士見公民館 j且公豆議官

タ 7臼 大野公民館松原公主主溶

液渡島公民:fnl
?11日 八 楢 公 民 館 総 内 団地策

曲第

6' 12臼花水公民館

タ 13母須賀公民館

ク 14日見附台J1l:i官溺

日韓日的急患

日曜休診の急患を救うため、平塚
市医師金は東海道離を境IC交代診僚
制度を申し合わせている。
輯第 1 ・揮3 日嬢臼は甫側の医~
臨車2・揮4臼曜日1<1:北側!の医説が
原貝IJ2::して診揮に応ずる己とになコ
ている。 r原郊であって都合により
変質もある。日曜日はあくまで体診
臼で診療は緊急患者iこ限る」とされ
ている。

盟共済病院....・ (32届 1950)
輔平揮市鼠購読 (32局0015)
輯済生合病院。。。 仁32智 0520)
輯曹繋盟鯨"際… (21昂 0346)
盟倉田輯院 自 (21勝0570コ
盟主澱開院 亡21局0911)

輔対韓・接種さ当日lζ生 控3かrl以 と

の乳幼沼〈昭和47年 4月の入学予

定者は入学後、学校で受ける〉

盟援軍寵沼〈判定I立2認後関全壊でコ

1月 8臼 金自主民館掛土留公民館

ク 10日※金凶公民館波間蹄公

民館
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? 22臼 豊田公民館※挟渇公庄資宮

? 25日中居刻、学校

? 26日大野公民館松原公民館

，;f.- 29日 横内部地集会場

2Fl18 八幡公民館

<- 2日花水公民館

.. 5日 18四之宮公民館
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八綴公民館
諜茜公民館
大野公民館
空額公民館
趨公民館
松原公匡議官
花水公民館
富士見公民館
中原公民館

4・68 T¥繍公民館横内問協案 s ~ 4 B 神間公E潟大聖子公民館i夕刊見 附 台 間 湯

.. 7日 神 田 公 民 館 中 原 公 民 館 i
ク B臼 大野公民館打点、託公民潟 i

接城島公民館 1 

'" 9日 須賀公民鎗花水公民銀;離封書提・接簿当日に縞3劇以上の幼

? 10日 見向11.台武道関 j 児〈毎印 2回接種する〉

輔2岡崎 j翻巡鹿沼程(1思思〉

9月間金包公民馴土沢農協 111月 8日豊田d体校立伺崎公民館
。.23日 重量印公民館掛金[君公民館 j ※城島公民館

楽岡崎公民舘 ! '" 9臼金回公民舘旭公民館
1-' 25日富士公民主目 旭公民鐙~ (;< 10日神EE公 民 館 畑 問 民 館

ク幻自八幡公民怨横内間協策~ ? 118 中 原d件校※金問公民銀

会場 ~ ? 12日 富士見公民党税土沢農協
'" 28日 神沼公民宮宮中京公民鐙! ? 13臼 花水公民館

タ 29日大野公民館松原公民館~ y 228 横内留地集会第八幡公

後裁長奉公民館 i 民主富

<-3D日須賀公民館 :{t7f(;Z民主宮 g d' 24日松原公民館須賀z~æ館
10.月 1日見的合武道場 ~ ? 25日間7台武.ii}j1;}
睡3慰め 2 覇 2翻時
10月13日 金回公民館※上沢農協 ;11月158 登E8:J、母校予河崎E民館
!; 148 量豊田公民官官妓金田公民館 i 会長模様F公民館

器開硲公民館 I ? 16日金自公民館旭公廷館

? 16日 富富士見公民館旭公民館! 1; 17白 神 田 公 民 館 大 野 公 民 館

t.- 16日富士見公民館旭公民館~ d' 188 
? 18日八睡公民館構内問地集 j 夕刊日

会場 ~ d' 20臼花次公民館

l' 19白神田公民館司服公民館 i!; 29臼横内田脱会問 T¥:f露公
t.-208 メ草壁ft民館 松原公民若宮gi 巴曲

器城島公民館 ! 12月 1臼 松見fミ民館須賀公民館
l' 21日須賀公民館花ぷ公民館 i ρ2日昆九百武i且場
ク制見知合武道場 i 

i 関対講義・接種当日iこ去後6か月から

醐対象 a接務当臼iと生後 3か月から 24か月までの人〈生後24か月iこ逮

18か月までの人 E生後四か月に逮 j するまでに 1回うける〉

する部に 2闘の服用をすませる) ;輔模型聾臼〈判定悶iま1遊間後コ

瞳巡照沼署璽 i 12丹 3白 金回公民館掛士沢空襲協

10月27白金日公民館※土沢農協 l d' 4臼館土見公民館

接挨島公民館 i タ 5日誌を岡崎£民館 後段島公民

<-28臼 章受問公民館捺問時公民 i 鰐

館時金初公民館 ~ 1.少 78 1且公民館笠国公民主官

l' 298 松原公民館中原公民館 i ク事日 中原公民法宮

? 308 路公民館富士見公民館 S d' 98 
11月 1日 輯問団地築主湯 Fリ番公: d' 13日

民館 j ク 14臼 援金田公民館

，. 2 B 花水公民館須費公民館 i ク 158 八幡公民館

無主主語輯卓、 9照合唱革部.'"まであ

の4群芋度後草書予防接磁力vνタ・}吾

発事更した。それによると、九月から

10月にかけて百日ぜき・ジフテ2ア

絞傷療の三種混合を、 10月来から11
3守初留にかけてふ児マヒ生ヲタ投与

1lfヲはイジブノレエジ?のそ到防接種K
12月には重量疲吾、 1月から 2月にか

げでYベルクlJ/&TC、また2月下

両から4月にかけて、百臼ぜき・i7

フテJ}ア・破惨J鼠混合を実施してい

ミ。また、赤ちおんのための望

談も 7汚から3月まで毎月火・

に巡回する。 ζ のカレジダ」は、来

年 3Flまでの大切な予防接種の日程

が網羅されている。見やすいとζろ

に貼りつけてくださし、。

輔予防接穣の受付時間

謀長IJとして午後 1時30分から午後

宮時まで〈ただし法印丹主規は、午

後 2持から 3時まで〉お潟産いのな

いようと注意くださしh

輯予露首露軍聾者受けられない入

(j)予防護濯を受けてから 2週間たっ

ていない人

~là:しか 'BCG. 種fii ・ 4、』目マヒ
主主ヲクは、それぞれ 11J'月留め関

罪曹をおかないと受けられません。

@その他、有熱患者、心蔵血管系、

賢練または肝臓に疾患があり医師

lCll:語られている人

醒必要なもの

(j)予訪接種手帳仁季五入した人は、市

住所で使っていた母子手続〉

程E照診察 Cζの授は、必ず怒で記入

して李将軍を測定してきでほししつ

畿対重艶・接種当包lこ生後6か月から

24か汚までの人〈生後24か月[乙達

するまでに必ず受けるコ

盟巡間関車重て護者量罰〉

6月15日〈火〉 富士見公民館

ク 16臼〈オ() 輔自公民録 部長主主

島公民館

松原公民館

花水公民一館

八鰭公民館

横内団地捧会場

須賀公民館

見附台武道場

金i=1公民空宮 様土

? 17臼(;f::)
夕、 18日 E金〉

? 19臼 C土コ
I ? 21臼仁丹〉

<-226 (')く〉
? 23臼仁オく〉

輔判定日

6月15臼〈火〉

二泊客'

? 168 C刀て3
? 17日 Eオミコ j自公民館 涼，;i言問

公民館

? 18臼 C金〉 中原公民館

多少 216CfJ) 豊田公E号館 捺関

崎公民館

? 22臼 C火3 富士見公民

? 23日〈水3 神田公民自宮

島公民館

松原公民館

E吉毘ぜ吉・ジフテロァ，寄盟犠躍乱

調対象・ 1期接種当日iこ生後3
汚から 9か月までの入。 2輔君 1 
期が完了してから、接種当日比 l
年壱経過して、 1年半までの人

臨巡趨政 穫 (1阻め〉

日月吐日 金回公民館若手士沢農協

()' 2 B 豊沼公民館滞金自公民館

器随時公民館

". 3日 富士見公民安官旭担民館
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11¥1'鉱{込
山椴ド v

、Q ミ=己

人口総数 167，817人
世帯<? '15，013位帯

市岐部積 67・88kml
~f1月比i立帯地 478世帯

。人口Jf1 ]， 490人
市街地 74，0，7人 (20，626世情J
大野 39，803人 00，1909 ) 

豊田 3，393人(自301.少〉

神田 14，81]人(3，878 '" ) 
城島 2，736人( 633'少 2
関崎弘929人( 710タコ
金 a 4，272人(1，146 -o-) 

旭 12，746人(3，3叫'" ) 

土沢 4，553人( 971 9 コ
余白 8>197人 C2， 635~)

(46. 5・1現在〉

で
は
動
労
青
少
年
一
の
た
め
に
今
月
の

行
事
内
容
を
発
表
し
た
。
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日
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国
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年
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昨
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吋
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内
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車
九
一
弁
一
け
一
一
戸
十
一
日
混

f

議
出
足
れ
で
問
自
明
人

/
f
¥

で
し
た
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冗
吋
中
に
二
百
閉
じ
よ
一
人
の
献

血
下
告
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
か
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

獄
市
山
は
終
週
土
曜
日
花
、
平
塚

駅
北
口
前
で
実
施
し
て
い
る
。
時

間
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m時
か
ら
話
時
ま
で
で
す
。
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1高1<栓の設罷を「大野東部

尽
に
敬
老
舎

をへだてて訓告坂戸 Cきか

どコといい、ここに伊藤:三郊さ

んの屋敷がある。

むかし、 ζ の副二添って四y
の騒が南側と;11泊それぞれふ

たつずつならんでいて、モーれを

沼塚くしづカっと時んでいたと

し、っている。八幡、こは「ふたつ

や」というとこるもあるから、

もL四Yの援にちなんた7浮ひ令名
と古れは「ょっj在」とし、し、苦う

なものだと弓えムれるが、どコ

だろう。

わたくしカ ?it.rのニろは、と

の総吉道のlじ伊1Iのf-{Jのと己ろ

に、 1・51;ほどのiiAi;:':¥をもっ援

が崩れかけてのこっていた。そ

の主主を、日召初叫まじめ、神奈川

県史跡名勝天時三ι立物保'fJ会の

節々が克1隠したところ、話ミサ巴

て折れている刀引や、狂信J~以ど

が出土したということである。

ζれらのは七とL~の…告別ま付近の
人たちが保存していたが、すべ

て昭和初年7rJ]6日夜のアメ!)
力空軍襲撃による主主ノくでか司被い

てしまった。

なお、 fPH奈3んの援易投のヲヨ

IC i四塚人官駒市jの碑が建って

いる。 ζ の闘は廃止， 2年丙寅

(1866)年 8I'::J151ヨ、八播村の

人々が再建したよしである。

182 

固とき 5月初日 (8)
あさ自時3自分

源上映 〈日i苫車工谷隆〉

電話帳の

名論変更手続きを

轟轟購盟輯聾盟轟轟輔護霊
盟事務さき m 現喧調輔されている骨の袈翠持続樹立γ月

5践でしめ切ります

Eなお、描酔畠の変更、新たに蝿輯を務認

する人、掲額四告書臨もどうぞ〉

輯逮捕先。穣報怒括局γ軍し21-09事 1"-

一‘
。宵宮内八綴ばのこる韓重量遜
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